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◉
そ
の
他

・
市
道
路
線
の
認
定

　
甲
賀
町
大
原
市
場
地
先
の
大
原
市
場
１
号

線

平成23年

第２回

甲賀市議会
定例会

　学校花壇の出来栄えを競う「フラワー・ブラボー・コ
ンクール」（FBC）で、佐山小学校の春花壇が最優秀賞の
大賞に輝きました。
　今季は、県内で87校が参加し、同校にとっては1980年
から参加して以来、大賞は７年ぶり11度目の受賞です。
　花壇のテーマは「佐山の希望」。６年の三

み
日
か
月
づき
鈴
れい
さん

がデザインしたもので、大小の円には全校児童の希望
が表現されており、「みんなの希望がかなえられますよ
うに」という願いが込められています。

　メインの花壇作りは園芸委
員を中心に行われ、審査員
からは「丁寧な土づく
り、花の特性を生かした
配置で、育成旺盛なすば
らしい出来栄え」という
講評を受けました。
　ほかにも全児童がそ
れぞれプランターで花を

栽培しており、４つの校外花壇の世話を親子で実施す
るなど家庭・地域でも花づくりの輪を広げています。

　また、表彰式が６月20日に大津市の厚生会館で開か
れ、代表として園芸委員の三日月さんが出席しました。
秋花壇に向けても「みんなで協力して美しくきれいな
花を咲かせたい。」と抱負を述べ、同校では、すでに全児
童での花づくりが始まっています。

▲大賞に輝いたメイン花壇

▲賞状を受ける三日月さん

佐山小学校が大賞に輝く FBC春花壇

受章おめでとうございます
春の叙勲・危険業務従事者叙勲

春の叙勲 危険業務従事者叙勲

平成23年春の叙勲および第16回危険業務従事者叙勲で市内から次の方々が受章されました。
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催
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国
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。

　
中
本
氏
は
50
年
余
り
林
業
に
携
わ
り
、

地
域
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の
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に
長
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力
さ
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ま
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た
。
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た
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い
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○旭日双光章� 川
か わ

嶋
し ま

　昭
しょう

吾
ご

 氏（水口町北脇）

昭和33年水口交通安全協会役員、61
年副会長、平成12年甲賀郡交通安全協会
会長、滋賀県交通安全協会理事、平成20
年同協会の副会長に就任され、50年以上
にわたり交通安全思想の普及活動に貢
献されています。昭和54年県高校PTA
連合会長としてバイクの「三ない運動」

を全国に先駆けて提唱するなど交通秩序の確立、交通事故の抑
止に大きく寄与されました。

○旭日双光章� 大
お お

林
ばやし

　清
きよし

 氏（甲賀町高野）

昭和62年に滋賀県議会議員に当選さ
れて以来、３期12年にわたり県政の発展
に貢献され、特に子どもが安心して学べ
る環境づくりや、生活環境の改善などに
努められました。
この間、文化体育特別委員会委員長、
青少年高齢化対策特別委員会委員長、生

活環境福祉常任委員会委員長、監査委員などを歴任され、地方
自治の振興と住民福祉の向上に尽力されました。

○瑞宝単光章� 山
や ま

添
ぞ え

　法
ほ う

道
ど う

 氏（信楽町長野）

昭和55年から30年にわたり、民生委
員児童委員として活動され、人との繋が
りを大事にし、信頼関係を築くことで安
心して生活できる地域づくりに尽力さ
れました。
また、平成17年からは滋賀県民生委員
児童委員協議会連合会理事、翌平成18年

からは同連合会副会長などを歴任され、民生委員児童委員活動
を通じ、社会福祉の推進に大きく貢献されました。

○瑞宝双光章� 安
あ ん

藤
ど う

　日
ひ

出
で

光
み つ

 氏（水口町貴生川）

昭和35年滋賀県巡査を拝命されて以
来、40年にわたって警察業務に取り組
み、主に警備警察部門において活躍され
ました。警備犯罪捜査や警備実施活動
に従事され、公共の安全と治安維持に貢
献するなど多くの業績をおさめられま
した。

長年の経験を生かし、平成19年からは民生委員児童委員の
一人として社会福祉の増進に努められています。

○瑞宝双光章� 林
はやし

　忠
た だ

夫
お

 氏（水口町北脇）

昭和40年に消防士を拝命され、平成３
年の信楽高原鐵道事故に際しては、冷静
沈着に隊員を指揮、情報収集活動や報道
機関との連絡調整に手腕を発揮されま
した。
平成10年に甲賀郡消防本部消防長に
就任後は、災害に強く、安心して暮らせ

るまちづくりをめざして甲賀の消防組織の改革・改善に努めら
れ、地域の安全管理に大きく貢献されました。

○瑞宝単光章� 大
お お

橋
は し

　文
ふ み

夫
お

 氏（水口町虫生野中央）

昭和43年に陸上自衛隊に入隊されて
以来、36年間自衛官として勤務、災害派
遣出動では被災地の救援にあたられ、ま
た、測量・気象観測などにも活躍されま
した。
その後、長年にわたり兵庫・滋賀の地
方連絡部において広報官として、優秀な

人材の育成や人事管理を担当され、組織の運営、強化に尽力さ
れました。

第２回 滋賀県警察官採用試験
　滋賀県警察本部では、来年４月採用の
警察官を募集しています。
●申込受付／8月1日（月）～8月29日（月）
●第1次試験／9月18日（日）
　試験区分　　　　　　採用予定人員
　◦男性A（大卒）	 17名程度
　◦男性B（大卒以外）	 12名程度
　◦女性B（大卒以外）	 4名程度
※�詳しくは、滋賀県警察のホームページ
をご確認ください。
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